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第 4 章では、ネットワークマップを基盤とした呼制御方式について、複数の QoS 指標を考慮することが重要である
ことを示し、サービス検索と経路制御の両面からこれに対応した方式を提案した。提案方式は、既存の方式よりも経
路選択の高速性と最適性の面で優れており、かっ、サービス情報を有効に利用して、呼制御全体の効率を高めている。
第 5 章では、マルチキャスト通信について、多対多通信をも含めて検討した。まず、 1 対多通信のために、前章で
















(3) 高度なマルチメディアサービスを提供する際の重要な技術として、複数の QoS 指標を考慮した呼制御方式を、ユ
ニキャスト通信だけでなくマルチキャスト通信も含めて提案している。また、これらの方式は既存の方式に比較
して、経路の品質及び高速性の両面で優れていることを理論解析及び計算機シミュレーションによって示してい
る。
以上のように、本論文は将来のマルチメディアネットワークに要求される高度なサービス制御を実現するアーキテ
クチャについて多角的に検討した上、大規模ネットワークへの適用や、現ネットワークからの移行方法などについて
も研究しており、情報システム工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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